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社会福祉法人 はらからの家福祉会

☆☆☆  目 次  ☆☆☆ 
■ ２ｐ 巻頭言 
■ １年間の振返り＆今年度の抱負 

３ｐ 地域生活支援センター プラッツ 
４ｐ グループホーム ピア国分寺 
５ｐ さつき共同作業所 

■ ６ｐ 社会福祉法人はらからの家福祉会組織図 
■ ７ｐ 新人スタッフあいさつ 
■ ８ｐ 賛助会コーナー 
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重
要
法
案
目
白
押
し
の
国
会 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
  

理
事 

総
合
施
設
長 

伊
澤 

雄
一 

本
紙
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
に
は

審
議
の
行
方
が
大
筋
見
え
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
国
会
に

は
「
精
神
保
健
福
祉
法
改
正
案
」
が

上
程
さ
れ
て
い
ま
す
。 

改
正
点
と
し
て
大
き
く
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
、「
医
療
保
護
入
院
」

制
度
を
見
直
し
、
『
保
護
者
』
の
同

意
に
拠
る
非
自
発
的
入
院(

強
制
入

院)

を
、
そ
の
負
担
を
鑑
み
、
義
務

規
定
を
削
除
し
て
い
く
と
と
も
に
、

入
院
中
か
ら
退
院
に
向
け
た
支
援

を
院
内
外
で
推
し
進
め
る
た
め
の

ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
主
だ
っ
た
内
容
で
す
。 

本
保
護
者
制
度
が
、
は
る
か
昔
の

「
精
神
病
者
監
護
法
」(

１
９
０
０

年)

に
そ
の
原
型
を
置
き
～
当
時
は

私
宅
監
置(

座
敷
牢)

の
正
当
化
の
た

め
に
制
度
化
～
、
心
の
病
に
日
本
古

来
の
家
族
制
度
を
も
っ
て
対
応
し
、

要
は
親
が
子
を
い
つ
ま
で
も
保
護

(
庇
護)

し
、
問
題
や
課
題
を
個
人
や

家
族
の
問
題
の
ま
ま
扱
う
と
い
う

非
社
会
性
を
貫
い
て
き
た
も
の
で

す
。
ま
た
「
保
護
者
が
い
な
い
と
何

も
で
き
な
い
人
」
と
い
う
精
神
障
が

い
を
負
っ
た
人
た
ち
へ
の
世
間
の

眼
差
し
は
実
態
と
の
違
い
を
強
く

感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
観
点
も
含
め
、
本
改
正

は
“
１
１
３
年
ぶ
り
の
大
き
な
転
換

点
”
で
あ
り
、
歴
史
的
な
エ
ポ
ッ
ク

と
言
う
べ
き
も
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
ち
、
い
わ

ば
鳴
り
物
入
り
で
の
改
正
で
す
。
中

途
半
端
な
小
手
先
の
改
正
に
は
な

ら
ぬ
こ
と
を
と
願
っ
て
お
り
ま
し

た
。
が
し
か
し
国
会
上
程
間
際
か
ら

聴
こ
え
て
来
る
の
は
、
本
改
正
案
の

中
身
か
ら
抜
本
性
が
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
と
言
う
こ
と
で
し
た
。
と
ど

の
つ
ま
り
保
護
者
制
度
は
名
称
を

変
え
な
が
ら
、
実
は
残
っ
て
し
ま
う

で
あ
ろ
う
と
い
う
極
め
て
残
念
な

情
報
で
す
。
腹
立
た
し
い
限
り
で
、

為
政
者
の
認
識
を
疑
う
ば
か
り
で

す
。(

日
本
は
い
つ
ま
で
遅
れ
て
る

ん
だ
！)  

今
国
会
に
は
他
に
も
「
障
害
者
雇

用
促
進
法
改
正
案
」
「
障
害
者
差
別

解
消
法
案
」
な
ど
、
“
障
害
者
権
利

条
約
の
批
准
”
と
い
う
命
題
に
向
け

た
国
内
の
法
制
度
環
境
の
整
備
を

眼
目
と
し
た
法
案
が
続
々
と
審
議

入
り
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

推
移
を
注
視
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

社
会
事
象(

症
状)

に
対
し
て
発
せ

ら
れ
る
『
処
方
箋
』
と
し
て
の
法
律
。

そ
う
い
う
認
識
を
も
ち
、
手
ぬ
る
い

処
方
は
却
っ
て
迷
惑
で
、
時
代
錯
誤

で
あ
る
と
強
く
思
う
次
第
で
す
。 

 



 

 

（相談支援事業、地域活動支援センター事業、地域体制整備支援事業、計画相談支援、地域相談支援） 

○ 実利用者総数：３０６名                    （昨年度 ２９０名） 

うち 登録メンバー数：１２７名               （昨年度 １１１名） 

         男性：６９名                （昨年度 ５７名） 

          女性：５８名                （昨年度 ５４名） 

平均年齢：４８．４歳              （昨年度 ４９．１歳） 

国分寺市民割合：７９％（１００名）          （昨年度 ７８％） 

○ 計画相談支援実契約者数：１８名（うち地域相談支援５名） 

○ 交流室利用者        延べ人数：５，７１５名     （昨年度 ５，９５１名） 

○ 来所相談・電話相談     延べ人数：８，２６５名     （昨年度 ８，０５７名） 

○ 生活支援          延べ人数：９７９名       （昨年度 ７９２名） 

○ 訪問支援          延べ人数：３８６名       （昨年度 ４２７名） 

○ 同行支援          延べ人数：１４９名       （昨年度 １３７名） 

○ プログラム活動        開催回数：３７１回       （昨年度 １５３回） 

                参加メンバー総数：２，２０８名 （昨年度 １，４７９名） 

○ 宅配弁当手配件数      延べ人数：１，６０４名     （昨年度 １，６７３名） 

※Ｈ２５年３月３１日時点

―３― 
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～
平
成
25
年
度
に
向
け
て
～ 

安
心
で
安
全
な
相
談
支
援
・
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型
事
業
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
、
活
動
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
と
職
員
の
増
員
（
特
に
相
談
専
門
支
援
員
）
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
定
期
的
な
市
行
政
と
の
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

利
用
者
の
自
主
性
を
発
揮
で
き
る
場
の
活
用
や
、
当
事
者
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
に
、

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。 

個
別
相
談
か
ら
浮
か
び
上
が
る
地
域
課
題
を
、
制
度
や
政
策
に
反
映
で
き
る
よ
う

働
き
か
け
ま
す
。 

各
種
事
業
へ
の
注
力
に
偏
り
が
で
な
い
よ
う
、
調
和
を
は
か
り
ま
す
。 

プ
ラ
ッ
ツ 

職
員
一
同 

平
成
２４
年
度
も
実
利
用
者
総
数

が
過
去
最
多
と
な
っ
た
プ
ラ
ッ
ツ

で
す
が
、
年
度
目
標
に
沿
っ
て
１

年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。 

社
会
資
源
の
活
用
講
座
と
し

て
、
お
薬
講
座
（
医
療
）、
栄
養
講

習
会
（
福
祉
）
、
Ｌ
Ｐ
活
動
報
告
会

（
当
事
者
）
、
ゴ
ミ
だ
し
学
習
会

（
臨
時
開
催
）
と
い
う
計
４
回
の

ゲ
ス
ト
交
流
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
し
た
。
他
に
も
、
お
茶
会

で
社
会
資
源
の
情
報
提
供
、
交
流

室
で
各
資
源
マ
ッ
プ
・
ク
ー
ポ
ン

な
ど
を
掲
示
。 

２０
・
３０
代
メ
ン
バ
ー
対
象
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
平
成
２３
年
度
に
比
べ

２０
・
３０
代
利
用
者
が
少
な
く
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
実
施
な
ら
ず
。
し
か
し
新
た
に
ラ

ジ
オ
体
操
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
毎
日
開
催
し
、
カ

ラ
オ
ケ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
増
回
し
ま
し
た
。 

当
事
者
活
動
支
援
と
拡
充
と
し
て
は
、
Ｌ

Ｐ
活
動
報
告
会
を
開
き
、
プ
ラ
ッ
ツ
通
信
冒

頭
文
に
て
Ｌ
Ｐ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
、

Ｌ
Ｐ
活
動
に
興
味
を
持
つ
方
や
新
規
Ｌ
Ｐ

も
増
え
ま
し
た
。
他
に
も
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
利
用
時
の
問
題
点
を
自
分
達
で
解
決

し
た
い
と
い
う
声
か
ら
、
新
た
に
「
ピ
ア
協

力
員
を
考
え
る
会
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

指
定
相
談
支
援
事
業
は
国
分
寺
市

内
・
市
外
両
方
の
方
々
に
対
し
、
着
実
に
拡

が
っ
て
い
ま
す
。
計
画
相
談
支
援
の
実
績
は

上
記
の
通
り
で
、
１８
名
の
う
ち

１１
名
の

方
々
と
新
た
に
契
約
し
ま
し
た
。 

～平成２４年度事業報告～ 
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は
依
然
と
し
て
高
く
、
地
域
移
行

と
併
せ
て
今
後
と
も
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

今
年
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
は
既
に
東
京
都
と
受
託
契
約
を

取
り
交
わ
し
て
い
ま
す
が
、
昨
今 

平
成
24
年
度
は
４
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム)(

以
下
Ｇ
Ｈ
と
記)

Ｇ
Ｈ
合
計

で
（
定
員
25
名
）
入
居
者
9
名
、

退
去
者
５
名
に
な
り
ま
し
た
。
各

Ｇ
Ｈ
（
ユ
ニ
ッ
ト
）
の
内
訳
は
以

下
の
通
り
と
な
り
ま
す
。
ピ
ア
国

分
寺
（
定
員
7
名
）
入
居
者
4
名
、

退
去
者
2
名
。
国
分
寺
コ
ー
ポ
（
定

員
6
名
）
入
居
者
2
名
、
退
去
者

1
名
。
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
（
定
員

6
名
）
入
居
者
2
名
、
退
去
者
１

名
。
メ
ビ
ウ
ス(

定
員
6
名)

入
居

者
1
名
退
去
者
1
名
。
23
年
度
よ

り
続
い
た
入
退
去
時
期
の
集
中
が

一
段
落
し
、
3
月
末
の
時
点
で
利

用
者
数
は
24
名
と
な
っ
て
お
り
、

高
い
入
居
率
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
事
業
課
題
で
あ
っ
た
Ｇ
Ｈ
事

業
の
一
体
的
運
営
に
つ
い
て
は
Ｇ

Ｈ
共
同
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
や

他
Ｇ
Ｈ
へ
の
茶
話
会
参
加
、
副
担

当
制
等
が
定
着
し
、
1
月
に
あ
っ

た
異
動
も
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

ピ
ア
国
分
寺
が
東
京
都
か
ら
受

託
し
て
い
る
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

活
用
型
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
」

（
以
下
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
に
つ

い
て
は
、
14
名
（
前
年
度
14
名
）

の
方
が
述
べ
１
７
５
日
（
前
年
度

１
７
２
日
）
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
数
、
日
数
と
も
前
年
度
同
様
で

す
が
、
地
域
で
既
に
住
ま
わ
れ
て

い
る
人
の
利
用
日
数
が
初
め
て
入

院
中
の
方
の
利
用
日
数
を
上
回
り

ま
し
た
。
諸
々
の
要
因
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
す
が
、
地
域
で
生
活
さ

れ
て
い
る
方
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ド

―４― 

平
成
24
年
度 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

事
業
報
告 

 
 
 

ピ
ア
国
分
寺 

国
分
寺
コ
ー
ポ 

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ 

メ
ビ
ウ
ス 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

ピ
ア
国
分
寺 

 

松
岡 

伸
吾 

平成 25 年度抱負 
25 年度は 24 年度の計画通り、グリーン

ハイツとメビウスをピア国分寺のユニッ

トとして統合し事業を開始しています。

GH 部門の経営、会計を一体化したことに

より円滑な運営実践が出来ると考えてい

ます。さらに、26 年度からはグループホ

ーム・ケアホームの統合や、ヘルパー利用

が可能となる等、制度的にも大きな節目を

迎えます。 
新しい体制作りにむけて利用者の不利

益にならない様しっかりと 
準備を進めて行きたいと 
思います。 
 

の
厳
し
い
財
政
状
況
も
あ
り
受
託
事
業

者
は
12
事
業
者
か
ら
８
事
業
者
に
減
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
26
年
度
以
降
の

事
業
存
続
の
見
通
し
は
不
透
明
な
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。 
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小
規
模
作
業
所
か
ら
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
・
自
立
訓
練(

生
活
訓
練)

の
多
機
能
型
事
業
所
へ
と
移
行
し

て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。事
業
移
行

に
伴
い
増
大
し
た
事
務
作
業
に
追

わ
れ
、ま
さ
に
あ
っ
と
い
う
間
に
時

が
過
ぎ
た
と
い
う
思
い
が
し
ま
す
。

今
年
度
は
、は
ら
か
ら
の
家
福
祉
会

初
の
人
事
異
動
が
実
施
さ
れ
、さ
つ

き
は
ベ
テ
ラ
ン
職
員
を
欠
く
こ
と

に
な
り
、
不
安
も
有
り
ま
し
た
が
、

其
々
の
事
業
所
で
経
験
を
積
ん
だ

職
員
が
入
っ
た
事
で
、
新
た
な
考
え

方
が
加
わ
り
、
滞
っ
て
い
た
課
題
も

少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。 就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
は
、
定
員

25
名
、
登
録
者
27
名
、
実
利
用
者

年
間
平
均
１
２
・
５
名
と
約
46
％

の
通
所
率
に
な
り
ま
し
た
。 

24
年
度
は
作
業
を
就
労
訓
練
と

し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
見
直
す

た
め
の
話
合
い
を
繰
返
し
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
実
施
ま
で
に
は
至
ら

ず
、
作
業
工
程
の
見
直
し
や
工
賃
の

見
直
し
は
今
年
度
の
実
施
に
向
け

て
、
出
来
る
だ
け
早
く
具
体
的
な
内

容
を
提
示
で
き
る
よ
う
に
日
々
奔

走
し
て
い
る
最
中
で
す
。 

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
は
、
定

員
15
名
、
登
録
者
23
名
、
実
利
用
者

年
間
平
均
1
０
・
３
名
で
訪
問
の
登

録
者
3
名
を
除
く
実
通
所
者
の
通

所
率
は
約
51
％
に
な
り
ま
す
。 

月
平
均
の
訪
問
回
数
は
６
・
６
回
で

す
が
、
利
用
者
は
着
実
に
増
加
傾
向

に
有
り
、
充
実
し
た
職
員
体
制
が
必

要
に
な
り
ま
す
。 

新
し
い
事
業
で
あ
る
生
活
訓
練
は
戸

惑
う
こ
と
が
多
く
、
研
修
に
よ
る
知
識

の
習
得
や
関
係
機
関
と
協
働
し
、
職
員

間
で
話
合
い
を
重
ね
、
生
活
訓
練
と
し

て
の
個
別
支
援
の
あ
り
方
の
共
有
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
生
活
を
意

識
し
た
生
活
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

を
は
か
り
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
た

支
援
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

さつき共同作業所  

多機能型 

就労継続支援B型 

自立訓練(生活訓練) 

作業所職員一同 
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社会福祉法人はらからの家福祉会 組織図(平成 25 年度) 
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プ
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ッ
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グループホーム活用型

ショートステイ 

本
部
・
会
計
処
理
セ
ン
タ
ー  

通 所 訓 練 部 居  住  支  援  部 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
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以
前
は
、
知
的
に
障
が
い
が
あ
る
方
に
対
し
て
支
援
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。 

そ
ん
な
中
、
去
年
１
年
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
精
神
に
疾
患
を
お
持
ち
の

方
に
対
し
て
の
支
援
を
学
び
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
今
後
の
仕
事
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
、
ご
縁
も
あ
り
、
は
ら
か
ら
の
家
福
祉
会
で
お
世
話
に
な

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
色
々
と
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
か
と
は
思
い
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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今
思
え
ば
６
年
前
、
さ
つ
き
共
同

作
業
所
が
自
立
支
援
法
に
よ
っ
て

移
行
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

時
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業

と
い
う
構
想
が
始
ま
っ
て
い
た
の

か
と
思
う
。 

法
律
に
合
わ
せ
て
事
業
を
作
る

の
で
は
な
く
、
疾
病
と
障
害
が
併
存

す
る
精
神
障
害
の
方
々
が
、
少
し
で

も
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
す
上
で

必
要
な
資
源
を
作
り
た
い
と
考
え
、

副
理
事
に
生
活
の
観
点
か
ら
観
る

精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
作
っ
て
も

ら
い
連
携
し
た
。
当
然
な
が
ら
当
法

さ
つ
き
共
同
作
業
所 

 
 

松
山 

豊
大 

本部会計  

宮坂 直子 

4
月
か
ら
新
し
く
作
業
所
の
職
員
に
な
り
ま
し
た
遠
藤
花
織
と
申
し

ま
す
。
こ
の
春
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
22
歳
で
す
。
大
学
時
代
は

学
園
祭
実
行
委
員
会
に
所
属
し
、
四
六
時
中
祭
り
の
こ
と
で
頭
が
い
っ

ぱ
い
で
勉
強
は
ほ
と
ん
ど
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
大
学
2
年
の

夏
に
カ
ナ
ダ
へ
行
っ
た
際
に
Ｍ
Ｓ
Ｗ
の
方
と
出
会
い
、
「
こ
ん
な
場
所

で
も
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
と
出
会
う
な
ん
て
自
分
は
こ
の
道
に
縁
が
あ
る

の
に
違
い
な
い
！
」
と
い
う
勝
手
な
思
い
込
み
で
Ｐ
Ｓ
Ｗ
を
志
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
は
ら
か
ら
の
求
人
情
報
を
見
た
時
に
「
き
っ
と
私
は
こ

こ
で
働
く
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
」
と
感
じ
た
の
も
き
っ
と
何
か
の
ご
縁
で

す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
沢
山
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
一
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
ま
た
ご
縁
を
大
切
に
し
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
は
車
の
免
許
を
取
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

―７― 

さつき共同作業所 
 遠藤 花織 

人
に
な
い
家
族
会
、
就
労
支
援
、
訪

問
看
護
、
病
院
な
ど
の
機
能
や
、
市

内
の
他
法
人
、
他
市
の
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
、
連
携
す
べ
き
資
源
は
沢
山
あ
る
。 

今
ま
で
に
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
が
、「
障
害
を
持
つ
人
も
住
み
や
す

い
地
域
社
会
の
創
造
」
の
た
め
の
医

療
・
保
健
・
福
祉
の
効
果
的
連
携
を

目
指
そ
う
と
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
が

こ
の
事
業
で
あ
る
。
今
あ
る
も
の
を

大
事
に
し
て
、
改
め
て
多
く
の
方
々

が
社
会
資
源
を
利
用
し
や
す
い
き
っ

か
け
を
作
れ
た
ら
と
思
う
。 

ネットワーク推進事業について 

        岡本 和子 

東京に来て６年程経ちますが、まだまだ北海道弁が取

れません。その影響で主人が（長野出身）北海道出身に

間違われるほどです。 
私ははらからの家福祉会が行っているような様々な

福祉サービス事業所とはあまり接する事が無い生活を

送ってきました。その為、解らないことが沢山あります。

皆様にご迷惑かけることも多いと思いますが、一生懸命

頑張りますので宜しくお願いいたします。 

はじめまして、５月から事務の

非常勤として働くことになりま

した宮坂直子です。 
北海道出身の生粋の道産子です。

平
成
２５
年
５
月
１
日
か
ら
は
ら
か

ら
の
家
福
祉
会
で
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
松
山
豊
大
と
申
し
ま

す
。 

 



                                              
                                              
＜平成２４年度１１月から３月の間に賛助会費をご納入頂いた皆様（順不同 敬称略）＞ 
生田 淳一 伊藤 義明 伊藤 善尚 上原 愛子 大谷 泰造 加藤 房子 加藤 初江  
川崎 嘉代 北村 道子 小宮 敬子 坂田 晴弘 坂元 信幸 佐藤 久夫 須長 靖夫  
高見 法孝 高木 健一 豊泉 淑江 長澤 則子 中村 元彦 藤田 英親 本城 和夫  
森 美知子 山田 正則 石川 満  山川 進 
伊澤 美枝子 倉田 良志子 佐藤 和喜雄 高橋 千恵子 野崎 多美子 野々瀬 悟子 
渡辺 千代子 にしの木クリニック     レタスの会  長谷川病院医療社会事業部 
吉祥寺病院医療相談室  匿名２名 
                                       敬称略 
 
 会員の皆様、本当にありがとうございました。今後ともなにとぞ宜しくお願い致します。 
   

２４年度はらからの家福祉会賛助会決算報告   単位：円 
支     出           収    入 

    一般物品費      0   賛助会費収入    685,688 
    会議費        0   （１３３名） 

郵便手数料    11,240 
雑費       2,100      雑収入(利息)        6 
法人寄附    760,000 
当期繰越金    18,080   前期繰越金     105,726 
合    計        791,420        合  計         791,420 
 

※郵便振替用紙を同封させていただきましたので、平成２５年度賛助会費、何口でも結構

ですのでお振込みいただけると幸いです。会費をご納入いただいた方のお名前を本紙に掲

載させていただいておりますので、匿名希望の場合はその旨通信欄にお書きください。 
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はらからの家福祉会ホームページ 

http://harakaranoie.com/ 

【編集人】社会福祉法人はらからの家福祉会 
     〒185-0021 
     東京都国分寺市南町 3-4-4 
     ＴＥＬ 042-323-5637 
【発行人】障害者団体定期刊行物協会 
     〒157-0073 
     東京都世田谷区砧 6-26-21 
【定 価】¥120 
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    編集後記 
 急に暑くなり、体が追

いついて行かない天候

ですが、体調管理しなが

ら気を付けたいですね 
    編集委員一同 
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